
淵野辺東小学校通学路についての打合せ 結果報告書 

 

開 催 日 時：令和５年１月１８日（水）午前１０時００分から午後１２時３０分まで 

場所：淵野辺東小学校 PCルーム 

議

題 

１ 児童の登下校の状況等について（淵野辺東小学校） 

 〇河本ファーム交差点付近が通学路となっている児童数について 

 〇通学路について 

 〇学童安全指導員及び見守り隊等の実施状況について 

 〇通学路の変更について 

 〇各学年の登下校時間帯について 

２ 相模原警察及び相模原市への要望（淵野辺東小学校） 

 〇相模原警察 

  ・信号機の設置について 

  ・交通規制について 

３ 今後の方向性について（協議事項） 

結

果 

〇今回は通学路の変更等は行わず、引き続き同じ通学路を使用する。 

〇信号機の設置について、該当箇所は設置基準満たしていないため設置できずと警察で判断

されているが、別の自治体では過去に設置基準満たしていない箇所へ工夫の末信号機が設

置された前例がある。当市に活かせる前例がないか調べ、次回協議時に再度検討していく。 

主

な

内

容 

・ 

意

見

等 

（淵野辺東小学校長より説明） 

１ 児童の登下校の状況等について 

〇河本ファーム交差点付近が通学路となっている児童数等について 

 河本ファーム前を横断する児童数は３４３名。 

 

〇通学路について 

 淵野辺古淵線を渡る箇所には横断歩道設置されているが、信号機は設置されていない。当

該通学路を抜け道として使用する自動車が多く、毎朝交通安全指導員及び学校職員とで見

守りを行っている。 

去年８月３１日に自動車の逆走、同年１０月２６日に児童の足が轢かれ、肩にミラーぶつ

けられる交通事故が発生。都度信号機の設置を要望しているが、警察より、設置基準を満

たしていないため設置不可能と回答されている。 

  

〇学童安全指導員及び見守り隊等の実施状況について 

通学安全指導員等の場所は資料４のうち①に学校職員１名、②に指導員１名・学校職員１

名、③にＰＴＡ２名、④に指導員１名が立っている。 

  

〇通学路の変更について（資料５） 

 A．中央自動車学校横コース 

  以前学務課より事前のやり取りの中で提案した通学路案。 

  途中踏切を横断する箇所があるが、登校時間帯は非常に自動車量が多く、渋滞している。

また、歩行者が通れる歩道が確保されておらず、通学路としての使用は危険。 

 B．マンション前横断コース 

  警察より事前に提案された通学路案。 

  現在の通学路と比較すると見通しが良く、横断歩道も設置済みのため安全と思われた。

ただ、途中マンション前（資料５の青い丸の地点）の横断歩道ない箇所を左側へ渡る必要



がある。当該箇所は去年１０月２６日に児童が足を轢かれたり肩にミラーを当てられたり

といった交通事故が発生した交通量の多い箇所であるため、現状のまま変更は危険。 

  

 C．河本ファーム迂回コース 

  淵野辺東小学校から今回提案された通学路案。 

  河本ファーム前を迂回して住宅街を通るため、交通量はほぼ無く安全に通学可能。ただ

し、当該ルートだと淵野辺古淵線を渡る際の横断歩道等が設置されていないため、通学路

として使用するには横断歩道と信号機を設置する必要がある。 

 

〇各学年の登下校時間帯について 

 登校時間帯 

７：４０～８：２０（全学年） 

 下校時間帯 

１４：４０～１５：２０（低学年）、１５：４０～１６：２０（高学年） 

 

２ 相模原警察及び相模原市への要望（淵野辺東小学校） 

 警察からは信号機の設置基準満たしていないため設置できないとの回答をもらっている 

が、現状の交通規制ないままでは交通量が多く横断歩道のみでは危険。改めて、信号機の 

設置を要望する。 

  当該通学路への信号機設置がやはり難しければ、資料５の Cコース通学路案の箇所であ 

れば信号機設置の指針（資料６参照）に該当していると思われるため、そちらへの横断歩 

道の設置を改めて要望したい。 

 

〇相模原警察よりこれまでの回答内容について説明 

 ・信号機の設置について 

   現在の通学路は道幅狭く、歩行者の待機場所が確保されていない。県の信号機設置 

担当者からも立ち合いのうえ、設置基準を満たしていないため設置不可能との回答を既 

にもらっている。 

 ・交通規制について 

   当該通学路は平成１０年頃より、朝の時間帯（７：００～８：３０）は淵野辺古淵線    

  からたけのうち幼稚園方向へかけての時間規制を行っている。大型自動車は終日規制さ 

れており、当該通学路の通り抜けはできない。 

 

 

３ 今後の方向性について（協議事項） 

（議題） 

１ 信号機設置の可否について 

〇現在の交通状況等考えると、どの通学路案であっても信号機の設置必要と思われる。学校

側としては資料５Cコース案の箇所に横断歩道及び信号機設置を求めたい。（淵野辺東小学

校長） 

 →C コース案について、横断歩道設置には待機場所が約４メートル必要だが、該当箇所の

交差点は道路両側ともに駐車場に面しており、歩行者の待機場所の確保ができない。信号

機設置においても、最低でも資料６信号機設置の指針のうち必要条件をすべて満たす必要

があるが、必要条件②及び⑤に該当しておらず、設置できない。（相模原警察） 

 

 



 

〇横断歩道の待機場所は絶対４メートル無いと対応できないのか。（ＰＴＡ会長） 

 →最低でも３．５メートルは必要。それ以下だと対応できない。Ｃコース案の場合、信号

柱を設置できるスペースがなく、仮に設置したとしても歩道を塞いでしまい歩道が通れな

くなってしまう。（相模原警察） 

 

〇警視庁ホームページ（資料６）には、歩行者の待機場所が確保できず、かつ信号柱が建て

られなかった場所において、道路改良を行って信号機を設置できた前例が掲載されている。

Ｃコース案に対しても、前例のように何か工夫をしてなんとか信号機を設置できないか。

（淵野辺東小学校長） 

 →前回回答したとおり、信号機設置の指針上必要な条件が該当しておらず、現状は設置不

可能。道路の幅を増やして歩道を設置、歩行者５～６人が待機できる滞留場所をつくり、

ようやく検討段階に入れる状況。（相模原警察署） 

 

〇たけのうち幼稚園への園児送迎と淵野辺東小学校の登下校重なる時間帯は、凄まじい交通

量となる。交通安全指導員の方もまさに命がけで活動されている状況である。（たけのうち

幼稚園会長） 市Ｐ連副会長？ 

 

〇安全のため信号機設置を強く希望する。設置基準に該当するか否か以前に、事故があって

からでは遅い。できることならＣコース案箇所に設置してほしい。Ｂコース案は危険なの

で通学路としての使用は無理と思われる。（淵野辺東小学校交通安全指導員・金子さん） 

 

〇約１２年前から河本ファーム前に信号機設置を要望しているが、設置されず。Ｃコース案

は今回の校長からの説明で初めて知った。指導員としては、ＢコースもしくはＣコースの

箇所に信号機設置してもらうのが最も理想的だと思う。（淵野辺東小学校交通安全指導員・

佐藤さん） 

 

〇現状信号機設置難しいということだが、実際どういったことをすれば設置可能になる可能

性あるか。（淵野辺東小学校ＰＴＡ副会長） 

 →現状、淵野辺古淵線の拡幅を行って歩道の確保を行うしかないが、周辺地域住民の説得

や用地買収等考えると莫大な時間を要し、非現実的と思われる。（相模原警察署） 

 

 

２ 信号機設置以外の改善案について 

 信号機の設置の可否については、あくまで信号機の設置指針に満たないため、現状不可能

である。今回の打合せの主旨は、あくまでより安全な通学路の代替案を示すことであるた

め、改めて、信号機設置以外の改善案について検討を行った。 

 

〇こどもたちに絵を描いてもらい（乗用車に向けて「ここは通り抜けしないでね」など）、そ

れを手作り看板として危険個所に設置することで安全対策としている他自治体があるとネ

ットで見かけた。実際可能かどうかはひとまず置いておいて、やるとしたらＰＴＡの役割

になると思われる。その場合は、看板設置についてどの部署に相談すればよいか。（市Ｐ連

会長） 

 →大きな看板だと地域振興課になるが、電柱に張り付ける小さなステッカータイプ等であ

れば許諾なしで対応可能。（相模原警察署） 

 



〇中央土木事務所に確認したところ、通学路へ外側線をひくことは要望いただければ対応可

能であること確認した。（学務課） 

 →やれることはぜひどんなことでもやっていただきたい。（淵野辺東小学校） 

 →ただし、現状どの通学路に変更するのか等含め未定のため、今回は一度保留とし、改め 

て今後通学路のルートが定まり次第、対象のコースに外側線ひく検討することとした。 

 

〇資料５のＡルートは交通量多く、歩道が狭いため通学路として望ましくなく危険。Ｂルー 

トは淵野辺古淵線を渡る横断歩道があり見通しが良いが、資料５青丸地点で、横断歩道な 

い箇所を左側へ横断する必要がある。Ｃルートが安全に思えるが、横断歩道等の設置軒並 

み難しいとのことで、やはり難しい。 

 →結果的に、現状の通学路を使う他ない。 

 

〇信号機の設置は設置指針に該当しないため対応不可能。現状、他横断歩道や標識の設置と 

いった別の方法で淵野辺東小学校通学路の安全を図るため、本部と話し合い検討を行って 

いる。（相模原警察署） 

 

 

〇これまで何度か警察から信号機設置不可能と回答もらっているが、学校側が独自に調査を

行った限り、資料６の警視庁ホームページに挙げられていた例や、相模原市内でも、当初

は信号機の設置困難とされていた夢の丘小学校通学路の信号機設置にこぎつけた前例が見

つかった。信号機設置の指針に当てはまらないからと事務的な対応をするのではなく、指

針に当てはまらない箇所に対して工夫の末設置できた前例がないか調べ、そういった前例

を当校にも活かせないのか、そういった協議を行えるよう希望する。警察には、該当する

前例があるか調べて提示していただきたい。年度が切り替わるとまた担当者が変わって協

議が白紙に戻ってしまう可能性もあるため、年度内に結論を出せるようにお願いしたい。

（淵野辺東小学校校長） 

 

〇今回は通学路の変更等は保留とし、現状のままとする。次回は、警察側で過去に信号機設

置指針に満たなかった箇所に設置を行えた前例があるか、教育委員会としては夢の丘小学

校の通学路に信号機設置できた経緯等詳細を調べて、後日再度協議することとする。（学務

課） 

 

出

席 

者 

■淵野辺東小学校長  ■淵野辺東小学校ＰＴＡ会長  ■淵野辺東小学校ＰＴＡ副会長  

■市Ｐ連会長（前淵野辺東小学校ＰＴＡ会長） ■淵野辺東小学校交通安全指導員 

■淵野辺東小学校校外委員会長  ■淵野辺東小学校校外委員副会長 

■たけのうち幼稚園会長 市Ｐ連副会長？ ■相模原警察署    ■学務課 

 


